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【科目】政治･経済
【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・3 年次
【担当教員】

生形 健司

【授業目標・教育方針】
　この講義では、日本の現代社会における政治と経済の動向について解説することを通じて、日本が抱える諸課題を
考えるため、政治経済の基本的知識や概念を習得する。また、将来の社会人として必要とされる、現在の日本が直面
している具体的な諸問題についての主体的見解を考察し、望ましい解決のあり方を探求するとともに、他者にわかり
やすく伝える能力も養う。

【授業概要】
学校指定のテキストを活用しながら、政治と経済に関する知識・概念を各個人が獲得するように、授業を進行してい
く。
・「現代の政治」民主主義の理念や日本国憲法の基本原理の考察と、日本の三権分立等政治機構や政治過程の理解をす
すめて、日本社会における現代の政治の現状を理解する。
・「現代の経済」現代日本経済の現状を分析するため、資本主義経済の歴史や市場経済のしくみ等基礎的理解を学習す
る。日々の社会問題について自らの主張を構築するための実践的訓練を課す。

【教科書・教材・参考書 等】
検定教科書　『政治・経済』

【成績評価方法】
［前期］中間試験：20%，期末試験：20%，その他：授業中の発表 :10%
［後期］中間試験：20%，期末試験：20%，その他：授業中の報告書 :10%

【本校の学習・教育目標】
◎ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．

【授業計画】（授業名：政治･経済）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 回 イントロダクション 現代社会における政治・経済問題を多面的に把握する
力をつけるための導入を行う。

2 ～ 4 回 民主主義の原理 民主主義の基本的概念を考察する。
5 ～ 10 回　 日本国憲法の基本原理 日本国憲法の３大原理である基本的人権、国民主権、

平和主義を中心に日本国憲法について、基本的な内容
を理解する。

11 ～ 13 回 日本の政治機構 立法・行政・司法の３権分立のメカニズムを解説す
る。

14 ～ 17 回 現代政治の特質と課題 現代日本の政治過程や政治参加及び課題について考察
する。

18 ～ 20 回 資本主義経済の歴史と戦後の日
本の経済

資本主義経済の体制の発展、変容及び現代の資本主義
経済を理解する。

21 ～ 25 回 現代市場経済のしくみ 国民経済における家計、企業、政府の役割、景気変動
等現代経済の特質を理解する。

26 ～ 29 回 財政および金融のしくみ 財政のしくみと働きや租税の役割および金融機関の働
き等を理解する。

30 回 日本の政治・経済の現状 日本おける政治と経済の現状分析を多面的に行う。
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